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遠
賀
町
文
化
協
会
（
仮
称
）
加
入
の

団
体
・
個
人
を
募
集
し
ま
す
。

高
度
な
情
報
化
、
国
際
化
な
ど
社
会
の
成
熟
に
と
も
な
っ
て

人
び
と
の
間
に
心
の
豊
か
さ
を
求
め
る
文
化
活
動
へ
の
学
習
ニ

ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
化
活
動
へ
の
参
加
も
従

来
の
鍾
賞
を
中
心
と
し
た
も
の
か
ら
自
ら
が
作
品
を
作
り
だ
す

も
の
へ
と
そ
の
内
容
も
大
き
く
変
化
し
、
多
様
化
し
て
き
て
い

ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、
町
教
育
委
員
会
で
は
、
文
化
の
振
興
や
文

化
を
通
し
て
人
び
と
の
交
流
や
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
通
賀
町
文
化
協
会
（
仮
称
）
を
発
足
さ
せ
る
た
め
、
現
在
、

準
備
委
員
会
を
設
け
て
そ
の
設
立
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
本
協
会
へ
加
入
を
希
望
さ
れ
る
団
体
や
個
人

を
募
集
し
ま
す
。
現
に
活
動
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
や
個
人
、

こ
れ
か
ら
何
か
を
始
め
よ
う
と
さ
れ
る
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も

加
入
で
き
ま
す
。

●
年
会
費
一
人
あ
た
り
三
百
円

●
募
集
期
間
　
2
月
純
白
（
月
）
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

℡
　
（
2
9
3
）
1
2
3
4

次
の
よ
ゝ
患
活
動
を
さ
れ
て
い
る

団
体
・
個
人
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
文
学
I
I
俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、
詩
、
読
替
な
ど

◆
芸
術
　
－
　
疎
通
、
華
道
、
茶
道
、
陶
芸
、
油
絵
、
基
絵
、

表
装
、
写
真
、
水
彩
画
、
版
画
、
彫
刻
、
ち
ぎ
り
絵
な
ど

◆
音
楽
　
－
　
コ
ー
ラ
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
、
オ
ー
デ
ィ
オ
な
ど

◆
伝
統
芸
能
　
－
　
民
踊
、
日
舞
、
民
謡
、
謡
曲
、
詩
吟
、
剣

舞
、
大
正
琴
、
琴
、
尺
八
、
三
味
線
、
太
鼓
、
凧
な
ど

◆
生
活
文
化
　
－
　
工
芸
、
手
芸
、
洋
裁
、
和
裁
、
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
、
盆
栽
、
菊
、
園
芸
、
料
理
、
英
会
話
、
太
極

拳
、
気
功
、
ダ
ン
ス
、
紙
工
作
な
ど

◆
学
術
研
究
　
－
　
郷
土
史
な
ど



〆

所得税の確定申告、還付申告に
ついてのお尋から若松税務署へ。
℡（761）2536

原調髄靖筈の爵付

税務署より申告書
の送付があった人
で、特に日時の指
定がない人はいず
れかの日に申告を
してください。

譲渡所得のある人

●日　　程

2月17日（木）

18日（全）

21日（月）

3月2日（水）

2月18日（全）

3月2日（水）

●時　　間　午前9時一正年

牛後1時～4時

●場　　所　役場2階大合議璽

注／入居年月日又は住宅の取
得等にかかる契約結線年月
日などが平成5年3月31日以

前の場合は、入居年および、
その翌年もBの乱舞方法に
なります。

い
つ
も
間
際
に
な
っ
て
　
あ
わ
で
て
い
ま
せ
ん
か

税
の
申
告
は
、

正
し
く
早
め
に

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
か
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

遠
賀
町
で
は
次
の
日
程
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
と

町
県
民
税
の
申
告
相
談
受
付
を
行
い
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
人
は
も
れ
な
く
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
平
成
5
年
中
に
事
楽
所
紺
、
不
動
廉

新
約
、
幽
減
所
得
な
ど
が
あ
っ
た
人

●
給
与
所
御
者
で
次
の
よ
う
な
人

①
給
与
の
年
収
が
千
五
百
万
円
を
超

え
る
人

②
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

い
る
人

③
給
与
新
約
以
外
の
所
得
が
二
十
万

円
を
超
え
る
人

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
が
、
期
限
ま
で
に
申
告
を
し
な
か
っ

た
り
間
違
っ
た
申
告
を
し
ま
す
と
、
後

で
加
算
税
や
延
滞
税
を
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昨
年
、
確
定
申
告
を
し
て
所
得
税
を

納
め
た
人
や
、
事
業
所
得
の
あ
る
人
、

ま
た
、
昨
年
中
に
不
動
産
な
ど
の
譲
渡

が
あ
っ
た
人
に
は
、
税
務
薯
か
ら
申
告

膏
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

役
場
会
場
で
の
申
告
受
付
の
期
日
は

町
県
民
税
の
申
告
受
付
の
期
日
と
巽
な

り
ま
す
。
特
に
譲
減
所
得
の
申
告
受
付

は
、
2
月
1
8
日
と
3
月
2
日
の
二
日
だ

け
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
煎
く
だ

さ
い
。
◆
配
偶
者
特
別
控
除
に
つ
い
て

配
偶
者
特
別
控
除
の
額
は
、
配
偶
者

の
所
得
額
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

申
告
に
は
配
偶
者
の
新
羅
額
が
わ
か
る

も
の
　
（
源
泉
徴
収
票
な
ど
）
　
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

給
与
所
得
者
で
確
定
申
告
を
す
る
必

要
の
な
い
人
で
も
、
次
の
よ
う
な
人
は

確
定
申
告
を
す
る
と
、
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
緯
税
が
庚
っ
て
き
ま
す
。

①
民
間
の
金
融
機
関
や
住
宅
金
融
公
庫

な
ど
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
の
般
資
を
受

け
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
絆
し
た
人

②
病
気
や
け
が
な
ど
で
、
多
額
の
医
療

質
を
支
払
っ
た
人

マ
イ
ホ
ー
ム
を

建
て
た
な
ら

民
間
の
金
融
機
関
や
住
宅
金
融
公
庫

な
ど
か
ら
融
登
を
受
け
て
、
マ
イ
ホ
ー

ム
を
新
築
し
た
り
増
改
築
な
ど
を
し
た

と
き
や
中
古
住
宅
を
鵬
大
し
た
と
き
に

は
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
六
年
間

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
は
、
∵
往
・
目
に

確
定
申
告
を
す
る
と
二
年
目
か
ら
は
年

末
調
整
で
擢
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
控
除
を
受
け
ら
れ
る
要
件

①
住
宅
取
得
後
6
か
月
以
内
に
入
居
し

引
き
続
い
て
居
住
し
て
い
る
こ
と

⑧
住
宅
の
床
面
積
が
五
〇
品
以
上
二
即

0
，
－
m
以
下
で
あ
る
こ
と

③
控
除
を
受
け
る
年
の
所
得
金
紙
が
、

二
十
方
円
以
卜
で
あ
る
こ
と
　
＼



町県民税の申告についての
お尋ねは、役場税務課へ。
℡（293）1234

鳳朝粥の申告の宴付 
●日　経 

誹SS＝SS　は轄国書i �� � �期　日 �片言飽回国 � 

2 月 �21日（月） �若松 ��3 月 �1日（火） �遠賀川 

22日（火） �鬼津 ���2日（水） �新町 

23日（水） �島津、尾崎 ���3日（木） �中央、旧停 

24日（木） �田園北、田園南 ���4日（金） �広渡、道官 

25日（金） �松ノ本 ���7日（月） �木寺、老良 

28日（月） �別府、千代丸 ���8日（火） �上別府、今古賀 

●時間 午前9時～正午 午後1時～4時 ●場所 �����9日（水） �東和苑 
10日（木） �浅木 

11日（全） �虫生活、若葉台 

14日（月） �東町、西町、芙蓉 

15日（火） �指定の日に来るこ 
役場2階　大会議室 ������とが出来なかった 人 

還付金の受け取り方法
還付金は、金額の多少にかかわらず本人名義の金融機関口座へ振
込になります。金融機関名、預金の種類、口座番号などを確認して
おいてください。

（A〉　負担した医療費＝平成5年中

に支払った医療費の総額一保険

金などで補てんされた全額

（B）10万円またはその年内の所得

額の5％のどちらか少ない金額

⑨医療費控除額＝（A）－（B）

※最高200万まで

町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ

る
人
に
は
、
郵
便
で
　
「
町
県
民
税
の
申

告
案
内
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
通
知
書

に
書
か
れ
て
い
る
必
要
書
類
な
ど
を
整

理
し
て
、
通
知
書
と
い
っ
し
ょ
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
5
年
中
に
遠
賀
町
に
転

入
さ
れ
た
人
や
、
申
告
案
内
が
届
い
て

い
な
い
人
で
も
平
成
5
年
中
に
収
入
の

あ
っ
た
人
は
、
居
住
さ
れ
て
い
る
区
の

申
告
日
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
税
の
申
告
を
さ
れ
た
人

は
、
町
県
民
税
の
申
告
の
必
要
は
あ
り

せん。

／④
住
み
始
め
た
年
と
そ
の
年
の
前
後
二

年
内
に
、
居
住
用
財
産
の
譲
渡
所
得

の
特
別
控
除
や
買
換
え
　
（
交
換
）
　
な

ど
の
課
税
の
特
例
を
受
け
て
い
な
い

か
、
ま
た
は
受
け
な
い
こ
と

⑤
民
間
の
金
融
機
関
や
住
宅
金
融
公
庫

な
ど
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
い

る
こ
と
、
建
設
業
者
な
ど
か
ら
購
入

し
た
場
合
の
債
務
を
賦
払
い
の
方
法

で
支
払
っ
て
い
る
こ
と

⑥
住
宅
ロ
ー
ン
な
と
の
返
済
期
間
が
十

年
以
上
で
、
し
か
も
月
賦
の
よ
う
に

分
割
し
て
返
済
し
て
い
る
こ
と

⑦
中
古
住
宅
の
場
合
は
、
築
十
年
以
内

（
非
木
造
に
つ
い
て
は
築
二
十
年
以

内
）
　
の
建
物
で
使
用
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
こ
と

⑧
増
改
築
な
ど
の
場
合
は
、
工
事
費
用

が
百
万
円
を
超
え
る
増
築
改
築
、
大

規
模
な
修
繕
で
あ
る
こ
と

◆
申
告
に
必
要
な
書
類

①
住
民
票

②
登
記
事
項
証
明
書

③
請
負
契
約
書
や
売
買
契
約
葛
な
ど
、

建
物
の
取
得
年
月
日
・
床
面
積
・
価
格

な
ど
を
示
し
た
菖
類

④
住
宅
取
得
資
金
等
に
係
る
借
入
金
の

年
末
残
高
等
説
明
書

⑤
増
改
築
な
ど
の
場
合
は
、
さ
ら
に
建

築
確
認
通
知
書
の
写
し
、
検
査
済
証
の

写
し
ま
た
は
建
築
上
か
ら
交
付
を
受
け

た
増
改
築
等
工
事
証
明
書

⑥
源
泉
徴
収
票

医
療
費
を

支
払
っ
た
と
き
は

病
気
や
け
が
な
ど
で
多
額
の
廉
廉
費

を
支
払
っ
た
場
合
、
確
定
申
告
を
す
れ

ば
医
療
費
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
．
美
容
整
形
や
健
康
診
断
の

費
用
、
健
康
増
進
の
た
め
の
ビ
タ
ミ
ン

剤
な
ど
の
購
入
費
用
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

◆
申
告
に
必
要
な
書
類

①
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

②
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が

わ
か
る
書
類

③
源
泉
徴
収
票
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条目 i 

クリーンヒル若宮

業別最低賃金名 �最　低　賃　金　額 �効力発生日 

製鉄業、製鋼・製鋼 �日額　5，204円 �平成 
圧延葉、鋼材製造業 �時間給労働者1時間651円 �5．12．16 

電気機械器具製造業 �日額　5，062円 �平成 
時間給労働者1時間633円 �5．12．18 

輸送用機械器具製造業 �日額　5．150円 �平成 
時間給労働者1時間6仙円 �5．12．28 

各種商品小売業 �日額　4，944円 �平成 
時間給労働者1時間618円 �5．12．25 

自　動車小売業 �日額　5，188円 �平成 
時間給労働者1時間649円 �5．12．18 

イ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

一
泊
二
食
付
き
招
待
券
が
当
た
り
ま
す
。

福
岡
県
と
　
（
財
）
　
福
岡
県
国
民
年
金

福
祉
協
会
か
ら
ビ
ッ
ク
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
「
太
宰
府
」

ま
た
は
、
国
民
年
金
健
康
セ
ン
タ
ー

「
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
若
宮
」
　
の
一
泊
二
食

付
き
招
待
券
が
、
ペ
ア
で
二
十
組
に
当

た
り
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
国
民
年
金
保
険
料
を
口

座
振
替
で
納
め
て
い
る
人
。
ま
た
は
、

納
付
組
織
に
集
金
し
て
も
ら
っ
て
い

る
人
　
（
平
成
5
年
度
の
保
険
料
の
納

め
忘
れ
の
な
い
人
に
限
り
ま
す
）

●
応
募
方
法
　
官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
篭
話
番
号
、
国
民
年
金
記
号

番
号
、
納
付
方
法
　
（
口
座
振
替
ま
た

は
納
付
組
織
の
別
）
、
宿
泊
希
望
施

設
を
明
記
し
て
、
役
場
国
保
年
金
係

（
大
字
今
古
賀
互
．
三
）
　
に
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。
（
一
人
一
遍
ま
で
）

●
応
募
締
切
　
2
月
5
日
　
（
土
）
　
必
着

●
当
選
発
表
　
3
月
下
旬
　
（
予
定
）
、

直
接
本
人
に
連
絡
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
民
生
部
国
民

年
金
課
指
導
係

℡

0

9

2

　

（

6

2

2

）

　

6

3

9

9

福
岡
県
の
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

県
最
低
賃
金
の
ほ
か
5
つ
の
産
業
別
最
低
賃
金
も

福
岡
労
働
基
準
局
で
は
、
昨
年
1
0
月

1
日
発
効
の
福
岡
県
　
（
地
域
別
）
　
最
低

賃
金
の
ほ
か
、
五
つ
の
産
業
別
最
低
賃

金
を
改
正
し
、
1
2
月
1
6
日
か
ら
2
8
日
に

か
け
て
発
効
し
ま
し
た
。

最
低
賃
金
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
は
、

絹
岡
労
働
基
準
局
賃
金
課
　
〔
℡
0
9
2

（
4
1
1
）
　
4
5
7
8
〕
　
ま
た
は
、
最

寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ
。

●
試
験
日
　
3
月
1
3
日
　
（
日
）
午
前
1
0

時
か
ら

●
会
場
　
九
州
共
立
大
学

●
試
験
種
類
　
乙
種
第
四
類

●
申
し
込
み
　
1
月
3
1
日
　
（
月
）
　
ま
で

に
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課
℡
　
（
2

9
3
）
　
1
2
3
1
へ
。
（
願
書
は
郡

消
防
本
部
予
防
課
に
あ
り
ま
す
）



量産三重醒童

第2種町営住宅の

入居者を募集します

●場所　遠賀町大字虫生津（西町）

●募集戸数∴第2種（2K）平屋

建て1戸

●家賃　月額3，200円

●難金　9，600円

（家賃の3か月分）

●入居資格　次のいずれにも該当

する人

▽町内に住所または、勤務場所を

有する人

▽現に同居し、または同居しよう

とする親族がある人

▽収入が一定基準以下の人

●申し込み　2月10日（木）まで

に総務課管財係へ。入居資格の

収入基準などの問い合わせも同

債へ。

‾ヽ

参観加明膣娼勝

助去られていま鵬）。

タンスの鶴などに忘れ去ら
れた郵便貯金通帳は、ありま
せんか。

郵政省では、10年間、ご利
用のまったくない貯金に対し
て、預け入れや払い戻しをお

勧めする「お知らせ」を発送
しています。

送付後、2か月たってもご

利用のない場合には、権利が
消滅することになりますので
この通知が届きましたら、通

帳と印鑑を持って、お近くの
郵便局までおいでください。

福
岡
県
立
高
等
学
校

定
時
制
・
通
信
制
課
程
の

生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

現
在
、
福
岡
県
内
に
は
、
県
立
高
等

学
校
の
定
時
制
課
程
が
二
十
九
校
（
夜

間
二
十
六
校
・
昼
間
三
校
）
　
と
通
信
制

課
程
が
一
校
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
学
校

で
平
成
6
年
度
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

【
定
時
制
課
程
】

●
願
書
受
付
　
2
月
1
5
日
　
（
火
）
　
～
2
2

日
　
（
火
）

●
学
力
検
査
日
　
3
月
9
日
　
（
水
）

●
学
力
検
査
教
科
　
国
語
・
数
学
・
社

会
・
理
科
・
英
語
　
（
平
成
6
年
4
月

1
日
現
在
で
2
0
歳
以
上
の
人
は
、
学

力
検
査
の
代
わ
り
に
作
文
で
受
験
で

き
ま
す
。
）

●
合
格
者
発
表
　
3
月
1
7
日
　
（
木
）

【
通
信
制
課
程
】

●
願
書
受
付
　
3
月
2
7
日
　
（
日
）
－
4

月
3
日
（
日
）
　
（
4
月
2
日
は
除
く
）

●
合
否
決
定
　
入
学
願
書
受
け
付
け
時

に
実
施
す
る
面
接
と
書
類
審
査
に
よ

り
合
否
を
決
定
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
福
岡
県
教
育
庁
指
導
第

一
部
高
校
教
育
課
　
〔
℡
0
9
2
　
（
6

5
1
）
　
1
1
1
1
代
表
〕
　
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

県
の
仕
事
忙
対
す
る
意
見
や
提
案
を
伺
い
ま
す
。

県
政
モ
ニ
タ
ー
を
舞
楽
。

●
応
募
資
格
　
県
内
に
居
住
す
る
2
0
歳

以
上
の
人
　
（
図
・
地
方
公
共
団
体
の

議
員
、
常
勤
の
公
務
員
、
県
政
モ
ニ

タ
ー
経
験
後
五
年
以
内
の
人
を
除
く
）

●
任
期
　
平
成
6
年
4
月
か
ら
1
年
3

月
ま
で

●
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
性
別
・
篭
話
番
号
・
生
年

月
日
・
職
業
‥
」
れ
ま
で
に
経
験
し

た
モ
ニ
タ
ー
の
名
称
・
県
政
に
関
心

を
持
っ
て
い
る
事
柄
を
記
入
の
う
え

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
間
　
2
月
1
日
　
（
火
）
　
～
2
8

日
　
（
月
）

●
謝
礼
　
年
一
万
二
千
円
を
限
度
と
し

て
支
払
い
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県

総
務
部
広
報
課
公
聴
係
「
県
政
モ
ニ

タ
ー
」
担
当
　
〔
〒
8
1
2
福
岡
市
博
多
区

東
公
園
七
－
七
℡
0
9
2
（
6
5
1
）

1
1
1
1
代
表
〕

緑
の
中
、
風
を
切
り
走
ろ
う
。

北
九
州
ひ
び
き
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
馨
を
舞
楽
。

●
と
き
　
3
月
2
0
日
　
（
日
）
、
午
前
9

時
4
5
分
か
ら

●
と
こ
ろ
　
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
　
（
北
九

州
市
若
松
区
響
灘
緑
地
）

●
種
目
・
対
象
者
　
▽
1
0
㌔
・
5
㌔
の

部
　
（
高
校
生
以
上
）
　
▽
3
㌔
の
部

（
中
学
生
以
上
）

●
参
加
料
　
▽
一
般
＝
千
五
百
円
▽
高

校
生
1
－
千
円
▽
中
学
生
＝
五
百
円

●
賞
　
上
位
入
賞
者
な
ど
を
表
彰
。
参

加
者
全
員
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
T
シ
ャ
ツ
、

完
走
者
に
完
走
証
を
贈
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
期
限
　
2
月
1
4
日
　
（
月
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
北
九
州

ひ
び
き
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委

員
会
事
務
局
〔
〒
棚
小
倉
北
区
大
手

町

一

－

一

℡

（

5

8

2

）

3

1

4

5

〕

（
申
し
込
み
用
紙
は
、
北
九
州
市
の

各
区
役
所
な
ど
の
ほ
か
、
町
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
に
も
あ
り
ま
す
。
）
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